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今 月 の 表 紙
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計 ………………………… 8,358人
世帯 …………………… 4,798世帯
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人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）
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pickup news

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 37 回目は令和３年度採用の総務課飯村直
樹です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グルー
プ（☎ 74-3001）

手話
ワンポイントワンポイント

　
　
画
監
督
の
三
島
有
紀
子
さ
ん

　
　
が
、
と
う
や
湖
観
光
大
使
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。三
島
さ
ん
は
、

洞
爺
湖
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
し

あ
わ
せ
の
パ
ン
」（
２
０
１
２
年

公
開
）
を
撮
影
。
以
来
、
町
を
毎

年
訪
れ
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

り
、
湖
畔
で
の
時
間
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　
役
場
町
長
室
で
委
嘱
状
交
付
式

が
行
わ
れ
、
真
屋
町
長
か
ら
委
嘱

状
を
受
け
取
っ
た
三
島
さ
ん
は

「
観
光
大
使
と
し
て
洞
爺
湖
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
知
ら
な
い
人
に
も
来

て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

　
か
つ
て
阪
神
淡
路
大
震
災
の
被

災
地
を
取
材
し
、
限
り
あ
る
物
資

映

映画「しあわせのパン」映画「しあわせのパン」

三島有紀子監督三島有紀子監督
　　　　とうや湖観光大使就任　　　　とうや湖観光大使就任

観光大使として抱負を語る三島さん観光大使として抱負を語る三島さん

委嘱状を受け取った三島さん委嘱状を受け取った三島さん

や
避
難
所
の
ス
ペ
ー
ス
を
分
け
合

う
被
災
者
を
目
の
当
た
り
に
し
て

「
生
き
る
こ
と
は
シ
ェ
ア
（
分
け

合
う
）
す
る
こ
と
」
と
感
じ
た
三

島
さ
ん
。
こ
の
経
験
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
し
あ
わ
せ
の
パ
ン
で
は

作
品
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ

ま
し
た
。

　

洞
爺
湖
を
初
め
て
訪
れ
た
の

は
、
し
あ
わ
せ
の
パ
ン
の
ロ
ケ
地

を
探
し
て
道
内
各
地
を
旅
し
て
い

た
途
中
。
月
浦
地
区
の
坂
道
か
ら

湖
を
一
望
し
「
は
っ
と
す
る
ほ
ど

美
し
か
っ
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

人
々
と
自
然
、
多
様
な
動
植
物
が

共
存
す
る
洞
爺
湖
を
前
に
し
て

「
シ
ェ
ア
を
視
覚
的
に
表
現
で
き

る
場
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
」。
映

画
は
主
演
に
大
泉
洋
さ
ん
、
原
田

知
世
さ
ん
を
迎
え
て
人
々
の
つ
な

が
り
を
温
か
く
映
し
出
し
、
好
評

を
博
し
ま
し
た
。

　

上
映
後
も
足
し
げ
く
町
を
訪

れ
、
お
祭
り
に
参
加
し
た
り
、
し

あ
わ
せ
の
パ
ン
の
朗
読
劇
を
開
い

て
い
る
三
島
さ
ん
。
洞
爺
湖
町
を

「
第
２
の
故
郷
」
と
呼
び
、
愛
着

は
人
一
倍
で
す
。
洞
爺
湖
は
「
物

事
を
シ
ン
プ
ル
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
、
自
分
に
と
っ
て
一
番
大
切

な
も
の
が
見
え
て
く
る
場
所
。
住

む
人
も
良
さ
を
再
発
見
し
、
誇
り

に
思
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

「監督」

両手の人差し指を伸ばして、交互に左
右斜め前に出します。



私たちの健康を支える

国民健康保険制度国民健康保険制度

区　　　　　分 平成 30 年度
（2018 年度）

令和元年度
（2019 年度）

令和元年度 胆振平均
（2019 年度）

管内
順位

令和元年度 全道平均
（2019 年度）

道内
順位

入
　
院

1 人当たり医療費 242,370 円 231,139 円 166,786 円 １位 169,149 円 8 位
受 診 率 39.093％ 37.028％ 30.949％ １位 29.283％ 20 位
1 件 当 た り 日 数 16.06 日 17.80 日 16.65 日 ２位 15.73 日 15 位
1 日当たり医療費 38,602 円 35,073 円 32,368 円 ２位 36,714 円 113 位

入
院
外

1 人当たり医療費 136,295 円 129,801 円 117,619 円 1 位 128,747 円 57 位
受 診 率 827.340％ 828.917％ 796.325％ 2 位 820.719％ 59 位
1 件 当 た り 日 数 1.33 日 1.34 日 1.37 日 3 位 1.43 日 97 位
1 日当たり医療費 12,416 円 11,693 円 10,797 円 2 位 10,963 円 50 位

合
　
計

1 人当たり医療費 397,864 円 380,241 円 307,537 円 1 位 324,688 円 14 位
受 診 率 1,015.505％ 1,015.032％ 978.553％ 3 位 1,027.732％ 61 位
1 件 当 た り 日 数 1.99 日 2.03 日 1.95 日 2 位 1.93 日 28 位
1 日当たり医療費 19,680 円 18,463 円 16,132 円 1 位 16,357 円 24 位

医療費の状況 （出典：北海道国民健康保険団体連合会提供の「各種医療費分析資料」）

■問合せ　■問合せ　住民課国保医療グループ（☎ 74住民課国保医療グループ（☎ 74 ーー 30023002））

広報とうやこ　2021 年 10 月 ４

　令和元年度（2019 年度）合計では、受診率を除くすべての各指標で、全道・胆振平均を上回っています。特に 1 人
当たり医療費は、全道・胆振平均と比べても大きく差があります。

私　　　たちは、日ごろ健康でも、いつ、どんなときに病気やケガをするか分かりません。そんなときに備えて、加入者
　　　の皆さんが普段から納めている保険税を医療費に充てる助け合いの制度が「国民健康保険制度」です。
　平成 30 年度から北海道も運営に加わり、洞爺湖町とともに地域の健康生活を支えています。
　洞爺湖町国民健康保険の令和元年度（2019 年度）の医療費は８億 9,547 万円です。

　人口の高齢化や医療の高度化、生活習慣病の増加などに
より医療費は高止まりの状態です。
　詳しく分析すると、次の理由が考えられます。

①人口構造の高齢化
年齢構成に占める高齢者の増加に伴い、医療機関を受診

する機会が増え、医療費が増えています。

②生活習慣病など慢性疾患者の増加
生活環境の変化、食生活の向上、運動不足などにより、

高血圧などの慢性疾患で受診する人が増えています。

③医学・医療の進歩
　医学・医療技術の進歩に伴い、高度な医療技術を受ける
機会が増え、その結果、１件当たりの医療費が高くなって
います。

④お医者さんへのかかり方
　同じ病気でも医療機関をいくつも受診したりすると、そ
の分医療費が増える場合があります。

　よく、「医療費を大切に使いましょう」という言葉を耳
にしますが、病院などの医療機関に行かないということで
はなく、病気と上手くお付き合いすると考えてみたらどう
でしょうか。
　毎日の生活の中で自身の体調をチェックし、おかしいな
と感じたら早めに受診してください。

なぜ医療費が高いの？

　町では、特定健康診査や各種がん検診の受診をおすすめ
しています。
　がん、くも膜下出血、虚血性心疾患などの血管障害の早
期発見や予防をするために、年に１度は町が実施する特定
健康診査やがん検診を受診しましょう。
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令和２年度「国民健康保険特別会計」の決算状況
　令和２年度の洞爺湖町国民健康保険特別会計 ( 以下「国保会計」) は、国保税の収入や道支出金が見込みを上回っ
たこと、医療費の支出が見込みより少なかったことなどにより、単年度収支（歳入歳出差引額）は約 91 万円の黒
字となりました。しかし、洞爺湖町国保は多額の赤字を抱えていて、一般会計から多額の繰入れ（補てん）を受け
て運営しています。
■１人あたりの医療費・国保税
１人あたりの医療費　➡　376,127 円（前年度より 4,114 円、1.1％の減少）
１人あたりの国保税　➡　87,859 円（前年度 4,263 円、4.6％の減少）

■国民健康保険の加入状況
　令和２年度の被保険者数は年間平均で 2,272 人となり、前年度より 83 人、3.5％減少しました。新規の加入よ
り社会保険への加入や 75 歳到達による国保から後期高齢者医療制度に移行したことなどが原因です。
　なお、町の総人口に占める国保の加入割合は、令和２年度末現在で 26.7％と、ほぼ 3.7 人に１人が国保に加入
している状況です。

その
他

国保
税

国税

歳入
13 5113億 万

②道支出金②道支出金
9 億 6893 万円9 億 6893 万円
71.7％71.7％

③その他③その他
2 億 174 万円2 億 174 万円
14.9％14.9％

①国保税①国保税
1 億 8046 万円1 億 8046 万円
13.4％13.4％

その他

道支出金

保険給付費

歳出
13 5022億 万

⑤国保事業費納付金⑤国保事業費納付金
3 億 3228 万円3 億 3228 万円
24.6％24.6％

⑥その他⑥その他
6769 万円6769 万円
5.0％5.0％

④保険給付費④保険給付費
9 億 5025 万円9 億 5025 万円
70.4％70.4％

①納めていただいた国保税
②道からの交付金
③一般会計繰入金など

④洞爺湖町国保が医療機関などに支払う医療費
⑤道が国民健康保険事業に要する費用に充てる
　納付金
⑥保健事業費、事務費など

※その他一般会計繰入金以外は、基準が定められている繰入金です。

区　分 繰入金
総　額 保険基盤

安定繰入金
職員給与費
等 繰 入 金

出産育児
繰 入 金

財 政 安 定 化
支援事業繰入金

その他一般
会計繰入金

令和元年度 16,100 5,923 3,659 252 2,147 4,119
令和２年度 17,600 5,931 3,389 280 1,826 6,174

一般会計繰入金の状況（前年との比較） （単位：万円）

区　分 繰入金 歳出総額 歳出総額に
占める割合

令和元年度 4,119 137,555 2.99
令和２年度 6,174 135,022 4.57

年度別基準外繰入金の状況 （単位：万円、％）

◆医療費で困っている人は相談してください◆

■対象者（減免を受けることができる人）
　低所得など経済的理由により診療費の支払いが困難な人

（外国籍の人も利用できます）
■減免金額　診療費の自己負担分の 10％以上または全額

（減免金額は、医療機関によって異なります）
■実施機関　町内では、北海道社会事業協会洞爺病院（洞
爺協会病院）のみ

■利用方法　直接、医療機関に電話などで問い合わせて
下さい。申込方法や減免基準は、医療機関によって異な
ります。洞爺協会病院は地域医療課・医療相談室（☎ 74-
2555）まで。医療費の公費負担制度の活用についても相
談に応じています。

　無料低額診療事業とは、経済的理由により適切な医療を受けることができない人に対し、無料または低額で診療を行
う事業です。



　

洞爺湖温泉の活況を願って
湯前薬師如来祈願法要

　
　
爺
湖
温
泉
小
学
校
（
柿
崎
秀
顕

　
　
校
長
）
の
教
員
が
、
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
入
江
・
高
砂
貝

塚
な
ど
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
登
録
を
機
に
あ
ら
た
め
て
入
江
・

高
砂
地
区
の
縄
文
文
化
を
学
び
、
授

業
に
活
か
そ
う
と
初
め
て
実
施
し
ま

し
た
。

　
教
員
は
、
貝
塚
館
を
視
察
し
て
縄

文
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
狩
猟
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
町
教
育
委
員
会
の

学
芸
員
に
よ
る
講
義
も
行
わ
れ
、
授

業
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
縄
文
文
化
に

理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

のわだい
まち
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縄文文化を学び伝える
洞爺湖温泉小教員が貝塚研修

　
　
師
の
日
に
当
た
る
８
月
８
日
に

　
　
合
わ
せ
て
「
湯
前
薬
師
如
来
祈

願
法
要
」（
湯
前
薬
師
如
来
奉
賛
会
、

朝
倉
英
隆
会
長
）
が
、
足
湯
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
関
係
者
約
10
人
が
参
列
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
長
期
化
す

る
中
、
参
列
者
は
１
日
も
早
い
収
束

を
願
っ
て
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
祈
願
法
要
は
例
年
だ
と
「
薬
師
の

日
湯
か
た
ま
つ
り
」
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
昨

年
に
続
い
て
規
模
を
縮
小
し
、
法
要

の
み
実
施
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

若手農家の新鮮野菜がずらり�
ＡＣとうやが野菜直売会

貝塚館を視察する教員貝塚館を視察する教員

地産の新鮮野菜を求める人でにぎわった直売会地産の新鮮野菜を求める人でにぎわった直売会

薬洞

ウトゥラノ完成記念
竣工儀礼「チセノミ」開催

　
　
爺
湖
町
な
ど
の
若
手
農
家
で
つ

　
　

く
る
「
Ａ
Ｃ
と
う
や
」（
吉
田

拓
人
会
長
）
の
野
菜
直
売
会
が
、
入

江
・
高
砂
貝
塚
館
駐
車
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
多
彩
な
野
菜
が
並
び
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
鮮
度
抜
群
と
あ
っ
て
、
訪
れ

た
人
た
ち
が
次
々
に
手
に
取
っ
て
い

き
ま
し
た
。
直
売
会
は
、
地
産
の
野

菜
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
開
い
て
お
り
、

出
品
し
た
農
家
は
地
元
の
魅
力
が
広

ま
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
爺
湖
町
ア
イ
ヌ
協
会
（
藤
野
満

　
　
裕
会
長
）
が
、
ア
イ
ヌ
民
族
共

生
拠
点
施
設
「
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ
」
の
完

成
を
記
念
し
て
竣
工
儀
礼
「
チ
セ
ノ

ミ
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
チ
セ
ノ
ミ
は
、
ア
イ
ヌ
の
家
屋
が

竣
工
し
た
時
に
執
り
行
わ
れ
る
儀

礼
。
今
回
は
約
20
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
全
員
で
炉
を
囲
ん
で
酒
が
入
っ

た
器
を
回
し
、
ヌ
サ
サ
ン
（
祭
壇
）

に
向
か
っ
て
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

ム
ッ
ク
リ
（
口
琴
）
の
演
奏
や
「
弓

の
舞
」
も
行
わ
れ
、
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

洞

８
８

８
23

洞

８
21

薬師如来に手を合わせる参列者薬師如来に手を合わせる参列者

チセノミを執り行う関係者チセノミを執り行う関係者

８
22
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
爺
湖
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

　
　

ル
「
な
な
か
ま
ど
の
会
」（
坂

井
千
枝
会
長
）
が
、
と
う
や
小
学
校

（
山
下
文
人
校
長
）
に
雑
巾
50
枚
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
同
会
は
、
温
泉
街

の
清
掃
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
補
助
な

ど
の
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
雑

巾
の
寄
贈
は
町
内
の
高
校
、
小
・
中

学
校
、
福
祉
施
設
な
ど
の
た
め
に
20

年
近
く
続
け
て
い
ま
す
。

　
坂
井
会
長
が
「
柔
ら
か
く
て
使
い

や
す
い
手
縫
い
の
雑
巾
な
の
で
み
ん

な
で
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
山
下
校

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

手作りの１枚で校舎をきれいに
ななかまどの会がとうや小に雑巾寄贈

　
　
田
高
校
（
廣
川
雅
之
校
長
）
の

　
　
３
年
生
が
、
洞
爺
湖
の
遊
覧
船

「
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
」
で
模
擬
ガ
イ
ド

を
行
い
ま
し
た
。「
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
」

の
授
業
の
一
環
で
、
３
年
生
が
乗
客

役
の
２
年
生
を
ガ
イ
ド
し
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
、
手
製
の
パ
ネ
ル
を

使
っ
て
湖
中
に
生
息
す
る
魚
や
周
辺

の
名
産
品
、
昭
和
新
山
の
歴
史
を
説

明
。
洞
爺
湖
の
成
り
立
ち
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　
３
年
生
は
10
月
以
降
、
今
回
の
経

験
を
も
と
に
一
般
客
の
ガ
イ
ド
を
務

め
る
予
定
で
す
。

高校生が観光ガイドを体験
虻田高が遊覧船模擬ガイド

　
　
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
札
幌
が
実

　
　

施
す
る
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
「
ト
ヨ
タ
シ
ェ
ア
」
が
、

洞
爺
湖
温
泉
で
始
ま
り
ま
し
た
。
洞

爺
湖
万
世
閣
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
サ
イ
ド

テ
ラ
ス
駐
車
場
に
コ
ン
パ
ク
ト
車
１

台
を
配
備
。
専
用
ア
プ
リ
で
申
込
み

か
ら
運
転
、
支
払
い
ま
で
可
能
で
、

料
金
は
15
分
２
０
０
円
（
６
時
間
ま

で
燃
料
代
無
料
）
と
な
り
ま
す
。

　
道
内
の
温
泉
街
で
は
初
め
て
の
試

み
で
、
同
社
は
「
観
光
客
か
ら
地
元

住
民
ま
で
広
く
使
わ
れ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お得に車を借りて観光へ
トヨタのカーシェアがスタート

　
　
う
や
小
学
校（
山
下
文
人
校
長
）

　
　
の
５
年
生
が
、
財
田
地
区
で
稲

刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
農
家
の
塩
田
満
さ

ん
と
一
緒
に
田
園
で
コ
ン
バ
イ
ン
に

乗
り
、
収
穫
を
手
伝
い
ま
し
た
。
刈

り
取
っ
た
稲
穂
が
勢
い
よ
く
機
械
に

取
り
込
ま
れ
て
い
く
様
子
に
驚
き
の

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
作
業
を
終
え
た
児
童
た
ち
は
、
稲

作
の
大
変
さ
な
ど
に
つ
い
て
質
問
。

地
元
の
米
に
理
解
を
深
め
な
が
ら
、

新
米
が
食
べ
ら
れ
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。

財田米の収穫をお手伝い
とうや小が稲刈り体験

塩田さんから稲作について学ぶ児童塩田さんから稲作について学ぶ児童

模擬ガイドを行う３年生模擬ガイドを行う３年生雑巾を寄付する会員雑巾を寄付する会員

カ―シェアの利用を呼び掛ける関係者カ―シェアの利用を呼び掛ける関係者

虻　　

と

洞

ト

25
８

７
９

13
９

10
９
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暮
ら
し お知らせ

information

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

国
民
年
金
か
ら

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
に
注
意

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
と

は
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ

の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以

下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し

て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

●
対
象
と
な
る
人

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人
で
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
人
。

・
65
歳
以
上
で
あ
る
。

・
世
帯
員
全
員
の
町
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
。

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額

の
合
計
が
約
88
万
１
千
円
以
下
で

あ
る
。

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
で
、
前
年

の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
１
千
円

以
下
で
あ
る
人
。

●
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
を
受
け
取
れ
る
人

・
対
象
に
な
る
人
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら「
請
求
可
能
な
旨
の

お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。
同

封
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
年
金
を
受
給
し
始
め
る
人

・
年
金
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
☎
0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）
／
住
民
課
住

民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

　

通
信
事
業
者
、
宅
配
業
者
を

か
た
り
、
メ
ー
ル
／
S
M
S

（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ

ス
）
を
悪
用
し
て
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
手
口
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
ａ
ｕ
、
ド
コ
モ
な
ど
の
通
信
事

業
者
や
宅
配
業
者
を
か
た
っ
て
送

り
つ
け
ら
れ
る
メ
ー
ル
／
Ｓ
Ｍ
Ｓ

か
ら
不
正
な
サ
イ
ト
を
経
由
し
て

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
し

ま
う
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

乗
っ
取
ら
れ
て
偽
Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
勝
手

に
送
信
さ
れ
た
り
、
身
に
覚
え
の

な
い
高
額
な
通
信
料
な
ど
を
請
求

さ
れ
た
り
、
個
人
情
報
な
ど
を
盗

み
取
ら
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
不
正
利
用
の
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
メ
ー
ル
／
Ｓ
Ｍ
Ｓ
な
ど
に
添
付

さ
れ
た
リ
ン
ク
を
安
易
に
ア
ク
セ

ス
し
な
い
。

・
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
は
公
式
サ

イ
ト
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
か

ら
入
力
す
る
。

・
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
し
ま
っ
た

ら
、
ス
マ
ホ
を
機
内
モ
ー
ド
に
設

定
し
て
ア
プ
リ
を
削
除
す
る

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
5
）

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

伊
達
警
察
署
か
ら

■
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日

10
月
11
日（
月
）

■
運
動
期
間

10
月
11
日（
月
）

～
20
日（
水
）

■
運
動
重
点︵
全
国
統
一
︶

・
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止・特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

●
運
転
免
許
更
新
時
講
習
に
つ
い

て
　
更
新
時
講
習
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
程
を
確
認
し
、
早
め
の
更
新
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
の
防

止①
複
数
で
行
動
し
、
音
で
存
在
を

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

②
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
ヒ
グ

マ
の
出
没
情
報
な
ど
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

③
残
飯
や
生
ゴ
ミ
の
処
理
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

④
フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
跡
を
見
つ

け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
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お知らせ

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す

　
北
海
道
で
は
、不
正
軽
油
を「
作

ら
な
い
」「
売
ら
な
い
」「
買
わ
な

い
」「
使
わ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、

関
係
団
体
と
と
も
に
不
正
軽
油
撲

滅
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

行
　
政

令
和
３
年
度

洞
爺
湖
町
表
彰
式

　

洞
爺
湖
町
の
発
展
に
功
績
の

あ
っ
た
人
や
各
分
野
で
貢
献
し
た

狩
猟
期
間
中
の
道
有
林

へ
の
入
林
自
粛

　

エ
ゾ
シ
カ
狩
猟
期
間
中（
地
域

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
多
く

の
地
域
で
は
10
月
１
日
か
ら
３
月

31
日
ま
で
）
は
、
多
く
の
狩
猟
者

が
道
有
林
へ
入
林
し
ま
す
。

　

狩
猟
に
伴
う
事
故
防
止
の
た

め
、
こ
の
期
間
中
は
狩
猟
目
的
以

外
で
の
入
林
は
控
え
て
く
だ
さ

い
。
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害

な
ど
を
低
減
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
　
北
海
道
水
産
林
務
部

森
林
環
境
局
道
有
林
課
道
有
林

管
理
係（
☎
０
１
１－

２
０
４－

５
５
１
９
）

　
不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
が
あ

れ
ば「
不
正
軽
油
1
1
0
番
」（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
8
0
0－

8
0
0
2－

1
1
0
）
ま
で
。

■
問
合
せ　

胆
振
総
合
振
興

局
課
税
課
事
業
税
間
税
係（
☎

0
1
4
3－

24－

9
5
8
2
）

選挙管理委員会からのお知らせ
　衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査が予定されています。
　今回の選挙は、小選挙区選出議員選挙（北海道９区）と比例代表選出議員選挙、最高裁判所裁判官国民審査の
３つの投票になります。
　投票は国政参加の第１歩です。大切な１票を忘れずに投票しましょう。
■不在者投票
　病院や老人ホームなどに入所したり、町外に滞在し
ている人は、不在者投票ができます。身体に重度の障
がいがある人で、要件に該当する人は、郵便による不
在者投票ができます。また、自ら投票の記載をするこ
とができない場合は、選挙権を有するほかの人が代理
で記載する制度があります。詳しくは選挙管理委員会
に問い合わせてください。
■投票所への送迎車を運行します
　投票をするために投票所に出向く人を対象に、無料
の送迎車を運行します。
　「投票したいが交通手段がない」、「体が不自由で移
動が大変」といった人は、ぜひ利用してください。
　車両手配の都合から事前申込をお願いします。運行
経路や時間は別にお知らせします。

■新型コロナウイルス感染症に感染した場合の投票
　新型コロナウイルス感染症により宿泊施設や自宅療
養をしている人で、外出自粛要請などを受けている場
合は、郵便などで投票することができます。濃厚接触
者の場合は、対象外です。詳しくは、選挙管理委員会
に問い合わせてください。
■問合せ　洞爺湖町選挙管理委員会（役場内）（☎
74-3000）

人
に
対
し
て
表
彰
状
の
授
与
を
行

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
表
彰
式

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時　
11
月
３
日（
水
・
祝
）

10
時
～

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
防
災

研
修
ホ
ー
ル

■
問
合
せ　
総
務
課
庶
務
・
職
員

グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
0
）

し
ょ
う
。

⑤
万
が
一
、
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た

ら
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

■
問
合
せ　

伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

を掲載しませんか広告に
　町では、広報とうやこに民間の企業や自営業の人
の広告を掲載することで地域経済の活性化を図るた
め、広告を募集しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きは、問い合わせください。
■問合せ　企画防災課広報統計グループ（☎ 74-3004）

ととううややここ
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募
　
集

自
衛
官
候
補
生
、
学
生
各
種
目

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
種
目
　
①
自
衛
官
候
補
生

②
防
衛
大
学
校（
一
般
）
③
高
等

工
科
学
校
生
徒

■
受
験
資
格
　
①
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
男
女
②
18
歳
以
上
21
歳
未

満
の
男
女（
高
卒
者
ま
た
は
見
込

み
を
含
む
）
③
15
歳
以
上
17
歳
未

満
の
男
子

■
受
付
期
間

①
～
11
月
12
日

（
金
）
②
～
10
月
27
日（
水
）
③
11

月
１
日（
月
）
～
令
和
４
年
１
月

14
日（
金
）

■
試
験
期
日
　
①
11
月
28
日

（
日
）、
29
日（
月
）
の
い
ず
れ
か

１
日
②
11
月
6
日（
土
）、
7
日

（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日
③
令
和

４
年
１
月
22
日（
土
）、
23
日（
日
）

の
い
ず
れ
か
１
日

■
問
合
せ

防
衛
省
自
衛
隊
札

11月５日は「世界津波の日」です。2015年 12月の国
連総会で定められました。
　この日が「世界津波の日」となったのは、江戸時代の
安政元年（1854年）に発生した安政南海地震による津
波が、現在の和歌山県廣川町を襲ったときに、村の実業
家が刈り取ったばかりの稲の束に火をつけ、津波から逃
げ遅れた村人を神社のある高台へ導いて、多くの命を
救ったという話があり、その日が旧暦の 11月５日だっ
たことに由来しています。
　津波災害から命を守る最大の対策はできる限り高い場

所へ迅速に避難することであり、日常生活から避難所と
避難ルートを確認することが必要です。
　現在、町では、新たな津波浸水想定区域に基づく津波
ハザードマップの作成を進めています。このハザード
マップは、津波の浸水が想定される区域と浸水の深さを
はじめ、避難ルートや避難所など、皆さんが津波災害か
ら命を守るための情報を加えたものとなっています。
　また、ハザードマップをより理解してもらうため、ワー
クショップ（参加・体験型の学習会 )の開催も予定してい
ますので、詳細が決定したら改めてお知らせします。

◆津波から身を守るポイント
　押し寄せる津波からわが身を守るには、避難する以外に方法はありません。すぐ逃げるために、日ごろから準備
しましょう。
①家具の固定や部屋の扉付近や　
　寝室には高いものを置かない
②非常持出袋を用意しておく

③家族でハザードマップを
使い、避難ルートや避難所
を確認しておく
④避難のときは車を使わず
徒歩で

業
務
改
善
助
成
金
が
使
い

や
す
く
な
り
ま
し
た

　
業
務
改
善
助
成
金
は
生
産
性
を

向
上
さ
せ
、
事
業
場
内
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
を
図
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
助
成

金
で
す
。

■
概
　
要
　
事
業
場
内
最
低
賃
金

を
一
定
額
引
き
上
げ
、
設
備
投
資

な
ど
行
っ
た
場
合
の
費
用
の
一
部

を
助
成

■
助
成
対
象
　
事
業
場
内
最
低
賃

金
と
地
域
別
最
低
賃
金
の
差
額

が
30
円
以
内
で
、
事
業
場
規
模

１
０
０
人
以
下
の
事
業
所

■
助
成
率
　

・
事
業
場
内
最
低
賃
金
９
０
０
円

未
満
の
事
業
所
は
５
分
の
４
、
生

産
性
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は
10

分
の
９

・
事
業
場
内
最
低
賃
金
９
０
０
円

以
上
の
事
業
所
は
４
分
の
３
、
生

産
性
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は
５

分
の
４

■
申
請
期
限
　
令
和
４
年
１
月
31

日（
月
）

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
業

務
改
善
助
成
金
」
か
、
問
い
合
わ

せ
先
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
　
北
海
道
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
最
低
賃
金
係（
☎

０
１
１－

７
０
９－

２
３
１
１)

踏
切
道
交
通
車
両
の
一
時

規
制

踏
切
道
軌
道
整
備
作
業
の
た

め
、
交
通
車
両
の
一
時
規
制
を
行

い
ま
す
。

■
施
工
場
所
　
室
蘭
本
線　
洞
爺

～
北
入
江
間　
倶
知
安
室
蘭
線
道

路
踏
切（
峰
村
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

か
ら
北
東
に
約
２
０
０
㍍
）

■
工
事
期
間

11
月
７
日（
日
）

午
前
０
時
～
８
日（
月
）
午
前
６

時■
規
制
内
容

全
面
通
行
止
め

（
通
行
人
お
よ
び
自
転
車
は
通
行

で
き
ま
す
）

■
問
合
せ
　
建
設
課
管
理・土
木・

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
7
）

自
衛
官
募
集



無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。定
員（
３

人
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
日
　
時　

①
10
月
21
日（
木
）

②
11
月
４
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

■
場
　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　

①
林
正
樹
弁
護
士

（
伊
達
噴
火
湾
法
律
事
務
所
）
②

本
間
寛
菜
弁
護
士（
北
海
道
み
ら

い
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民・
戸
籍
年

金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

お知らせ

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
附

▽
植
村
國
子
さ
ん
は
10
万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会

<

寄
付
物
品>

▽
下
妻
末
乃
さ
ん（
温
３
区
）
▽

坂
上
昭
郎
さ
ん（
入
４
区
）
▽
池

田
繁
男
さ
ん（
泉
区
）
▽
北
野
由

美
子
さ
ん（
温
２
区
）
▽
田
所
和

敏
さ
ん（
花
和
区
）
▽
越
後
節
子

さ
ん（
温
４
区
）
▽
高
橋
石
油
▽

洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故藤田けさいさん
■９月１日死去■ 99歳■遺族は幸子さん■虻８区

故三好紀さん
■８月 28日死去■ 89歳■遺族はキイさん■虻２区

故齊藤ヤヱさん
■７月 21日死去■ 90歳■遺族は晶隆さん■温８区

故武井和夫さん
■８月７日死去■ 78歳■遺族は昭子さん■入４区

故山家フクコさん
■８月 20日死去■ 88歳■遺族は勇治さん■清水区

故小林つきさん
■８月 24日死去■ 93歳■遺族は美智子さん■虻５区

８月20日から９月18日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

故菊池フサさん
■９月２日死去■ 86歳■遺族は勝昭さん■虻４区

通
学
路
ゑ
の
こ
ろ
草
に
遊
ば
る
る

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風　

杜
賑
し
貝
風
鈴
の
磴
の
ぼ
る

　
　
　

矢
野
知
子　
　

今
朝
の
秋
熱
き
紅
茶
の
濃
き
香

　
　
　

千
葉
征
子　
　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

９
月
定
例
会

風
吹
け
ど
野
に
は
彩
る
秋
草
よ

小
笠
原
勇
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故岡田耕平さん
■９月４日死去■ 82歳■遺族は洋子さん■温２区

相
　
談

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂
開
催

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時

10
月
16
日（
土
）、
11

月
20
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
「
働
き
た
い
」
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
と

ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
に
向
け

た
就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。
そ

の
他
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

■
日
　
時

11
月
５
日（
金
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対
　
象　
お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人・
家
族

■
内
　
容
　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
他

■
問
合
せ　

と
ま
こ
ま
い
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
1
4
4

－

84

－

８
6
7
0
）

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

故堀川芳枝さん
■９月５日死去■ 79歳■遺族は由起子さん■虻８区

故上小路與三郎さん
■９月６日死去■ 83歳■遺族は龍一さん■入１区

故大久保敏光さん
■９月 11日死去■ 85歳■遺族は友美さん■虻５区

故菅原義明さん
■９月 11日死去■ 85歳■遺族はキイ子さん■入４区

故佐々木達雄さん
■９月 15日死去■ 83歳■遺族は角田聡さん■財田

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
０
１
４
３

－

44

－

9
5
3
3
）

故谷ハツヱさん
■９月 11日死去■ 96歳■遺族は悦章さん■虻３区



介 護 保 険 料
・徴収方法は、年金から天引きされる特別徴収、町から　
  送付される納付書で納める普通徴収があります。
・介護保険料の令和２年度分の収入額は約 1 億 6027 万
  円で、収納率は 99.47% でした。

介護保険被保険者数（令和3年３月 31日現在）

・第１号被保険者数（65 歳以上）　3,566 人

サービスの種類 保険給付額
居宅サービス ２億 1501 万 4476 円

訪問サービス 7539 万 8158 円
通所サービス 6571 万 7677 円
短期入所サービス 280 万 1313 円
福祉用具・住宅改修サービス 1523 万 4161 円
特定施設入居者生活介護サービス 2166 万 4294 円
居宅介護支援・介護予防支援 3419 万 8873 円

施設サービス ４億 9052 万 5388 円
地域密着型サービス １億 9241 万 8594 円
その他の給付 8970 万 0701 円

高額介護・医療合算サービス 2964 万 0853 円
特定入所者介護サービス 5938 万 1888 円

審査支払手数料 67 万 7960 円

計 ９億 8765 万 9259 円
（前年度差　+914 万 8486 円）

■介護サービスの利用に対する保険給付費

区分 要支援
１

要支援
２

要介護
１

要介護
２

要介護
３

要介護
４

要介護
５

計
（前年度差）

認定者数
（人） 112 85 168 126 86 75 52 704

（+14）

■要介護（支援）認定者数 （令和 3 年３月 31 日現在）

区分 要支援
１

要支援
２

要介護
１

要介護
２

要介護
３

要介護
４

要介護
５

計
（前年度差）

受給者数
（人） 35 33 99 62 23 9 8 269

（ー 21）

■居宅介護サービス利用者数
（訪問介護、通所介護、短期入所、福祉用具貸与など）

（令和 3 年２月サービス提供分）

区分 要支援
１

要支援
２

要介護
１

要介護
２

要介護
３

要介護
４

要介護
５

計
（前年度差）

受給者数
（人） 0 0 24 32 19 10 5 90

（0）

■地域密着型介護サービス利用者数
（グループホーム、小規模特養、小規模通所介護）

（令和 3 年２月サービス提供分）

区分 介護老人福祉施設
（特養）

介護老人保健
施設

介護療養型
医療施設 介護医療院 計

（前年度差）

受給者数
（人） 89 21 19 5 134

（ー 19）

■施設介護サービスの利用者数
（令和 3 年２月サービス提供分）

　　 護保険制度は、介護が必要になった高齢者などがサー
　　 ビスを利用したときに、利用料の９割（一定以上の所
得がある人は８割、現役並みの所得がある人は７割）を保
険給付する制度です。　　　　　　　　　　　    
　保険からの給付費は、65 歳以上の人が納める介護保険料
と 40 歳～ 64 歳までの人の医療保険に加算される介護分を
合わせて約半分、残りの約半分を国・道・町の負担金で賄っ
ています。            　　　　　 
　超高齢社会の中、町でも要支援・要介護の認定者数、介
護給付額は年々増加しています。高齢者が安心して暮らせ
るよう、社会全体で支える仕組みになっているので皆さん
の理解と協力をお願いします。
　また、保険料の負担を軽減するため、一人ひとりができ
るだけ長く健康でいることも大切です。ぜひ、日ごろから
健康管理や適度な運動を心がけましょう。

介

みんなが安心して暮らすためには、
健康を守ることが大切なんだね！

事業の区分 費用額
介護予防・日常生活支援総合事業

（介護予防教室など） 2264 万 7584 円

包括的支援事業
（包括の運営、生活支援体制整備など） 3523 万 6170 円

任意事業
（紙おむつなどの支給、適正化事業など） 104 万 0933 円

計 5892 万 4687 円
（前年度差　ー 782 万 3331 円）

■地域支援事業にかかった費用
　地域支援事業は、高齢者の介護予防や介
護が必要な状態になっても自宅で生活を続
けられるように支援するための事業です。

（地域包括支援センター人件費などを含む）

令和　　年度令和　　年度
支え合いでいつまでも安心な暮らし支え合いでいつまでも安心な暮らし

介護保険の状況介護保険の状況
■問合せ■問合せ　健康福祉課介護保険グループ（☎ 74-3001　健康福祉課介護保険グループ（☎ 74-3001））

２２
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貸し出します
　　爺湖町は、疾患により特に注意が必要な高齢者や重度身体障害者がいる世帯のため、24 時間対応可能
　　な緊急通報用システムを設置し、日常生活の安全を確保するサービスを提供しています。

対象者
① 65 歳以上で心臓疾患や脳疾患、その他疾患などによ
り日常生活で特に注意を必要とする１人暮らしの人
② 65 歳以上で心臓疾患や脳疾患、その他疾患などによ
り日常生活で特に注意を必要とし、緊急時に同居者の
対応が困難な世帯に属する人
③身体障害者手帳１級・２級に該当する人で緊急時に
援護を必要とする人
※①～③と同等と認められる人も含みます。

サービス内容
・緊急通報システムを町負担で設置し、定期的に連絡
することで日常生活の安全を確保します。
・24 時間体制で緊急通報を受け付け、必要に応じて協
力員への連絡や救急車の要請を行います。

サービス利用の流れ
①申請書類
　役場健康福祉課、洞爺総合支所庶務課、洞爺湖温泉
支所窓口に備え付けてあります。
②申込み
　緊急通報システム貸与申請書（協力員を原則３人登
録する必要があります）、誓約書、緊急通報システム
協力員承諾書を健康福祉課、洞爺総合支所庶務課、洞
爺湖温泉支所に提出してください。
③利用審査
　申請内容を審査して、貸与を決定（もしくは却下）
します。
④利用決定
　利用が決定したときに申請者に通知します。その後、
日程調整を行い、緊急通報システムを設置します。

注意事項
・原則、協力員は申請者で確保してください。
・緊急通報システム導入後に、住所、電話番号、家族、
協力員などに変更がある場合は、速やかに健康福祉課
まで連絡ください。
・緊急通報により消防隊員、協力員などが救護に出動
し、やむを得ない理由により家屋などの一部を棄損し
た場合、その修復について町は責任を負いません。
・機器の設置工事や月々の機器の借用（レンタル）に
ついては、町が費用を負担しますが、通話料、電気料、
電池交換などの費用は利用者の負担となります。
・機器を破損か紛失した場合は、実費での弁償となり
ますので注意ください。

緊急通報システムの種類
　利用者の住宅環境などに合わせてどちらかを選択できます。

緊急通報用電話機（ワイヤレスペンダント） モバイル型電話機

自宅の電話機に接続して設置し、ワイヤレスペンダン
トは自宅内のみで利用できます。大きなボタンの方が
押しやすい人や主に自宅内で過ごされる人に適してい
ます。自宅に固定電話がある人のみ利用できます。

携帯電話と同じように、外でも利用可能で、小さなボ
タンを押すことができ、１人で外出することがある人
に適しています。自宅に固定電話が無い人も利用でき
ます。

緊急通報システムを緊急通報システムを

■問合せ■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74-3001　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74-3001））
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洞爺湖町地域生活支援拠点事業が始まりました洞爺湖町地域生活支援拠点事業が始まりました
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74-3001）■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74-3001）

障がいのある人や家族の人へ
「相談支援事業所」へ気軽に相談してください

　洞爺湖町では、障がいのある人の支援に関して専門知識がある「相談支援事業所」に、悩みごと相談の受付事業を委
託しています。
　「相談支援事業所」では、相談支援専門員が障がいのある人や家族の人が抱える悩みや疑問を一緒に考え、必要なサー
ビスに結びつけるお手伝い（アドバイス）をします。
■事業所名　　友愛の里相談支援センター
■住　　所　　洞爺湖町高砂町 128 番地 5　さぽーとステーションゆうあい内
■相談方法　　来所相談（不在の場合もあるので、事前に連絡してください）
　　　　　　　電話相談（☎ 82-8587）
　　　　　　　訪問相談
■受付時間　　平日午前８時～午後５時
　　　　　　　※上記以外の緊急時は、健康福祉課（☎ 74-3001）まで連絡してください

　　爺湖町地域生活支援拠点事業とは、障がいの
　　ある人の高齢化、重度化や「親亡き後」を見
据え、障がいのある人が住み慣れた地域で安心し
て暮らし続けられるよう居住支援のための必要な
機能を整備し、地域全体で支えるサービス提供体

制を構築するものです。
　洞爺湖町では、令和３年４月の社会福祉法人あ
ぶた福祉会地域生活支援拠点施設「さぽーとステー
ションゆうあい」のオープンに合わせ、町とあぶ
た福祉会が連携し事業を始めました。

事業区分 事　　業　　内　　容
居住支援 グループホームなどの空き情報を把握しています。
相談支援 障がい福祉に関わることで困ったことがあればいつでも相談できます。
体験の機会、場の提供 グループホームの利用や日中活動の場の体験利用できる環境を整えています。
緊急時の受け入れ・対応 緊急時に短期入所できる環境を整えています。
専門性の確保 支援者の専門性の確保・養成を行います。
地域の体制づくり 関係機関と連携し、地域で切れ目のない支援が円滑に推進されるように調整します。

町健康福祉課

友愛の里相談支援センター

地域の体制づくり 専門性の確保

洞爺湖町地域生活支援拠点事業

居住支援
相談支援

緊急時の受け入れ・対応

体験の機会、場の提供

地域生活支援拠点施設
　サポートステーションゆうあい

連　携
相談支援

洞
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町民の皆さまへ
　全国各地で新型コロナウイルスへの感染が拡大し、最近では感染力の高いデルタ株への置
き換わりが進んでいるなか、町民の皆さまは感染防止に細心の注意を払われていることと思
います。
　しかし、新型コロナウイルスは誰でも罹患する可能性や感染のリスクがあります。
　感染拡大を防ぎ、自分自身や大切な人の命を守るため、町民の皆さまにおかれましては、
今一度「こまめな手洗いや手指消毒、マスクの着用」を徹底し、「３つの密」（密閉・密集・
密接）を避ける行動や「ソーシャルディスタンス」、「換気」といった基本的な感染防止対策
を行っていただくようお願いいたします。
　町内で新型コロナウイルスへの感染が確認された場合でも、感染された方やご家族、医療
従事者への不当な差別や誹謗中傷は絶対に許されるものではありません。感染症に不安を感
じる方もいらっしゃると思いますが、地域全体で支え合い、皆さんでこの難局を乗り越えて
いきましょう。

洞爺湖町長　真　屋　敏　春
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「 み ん な で チ ェ ッ ク ！ 最 低 賃 金 。」

北 海 道 最 低 賃 金
　 北海道内の事業場で働くすべての労働者（会社員、パート、アルバイトの方、学生さんなど
働くすべての人）およびその使用者に適用される北海道最低賃金が次のとおり改定されます。

最 低 賃 金 額 時間額 円889
効力発生年月日 令和 年 月 日１103

厚 生 労 働 省 　 北 海 道 労 働 局 　 労 働 基 準 監 督 署（ 支 署 ）



さわやかだ
より

　　型コロナウイルスの発生から２年が経とうと
　　していますが、コロナ禍以前とは生活状況が
大きく変化した人も多いと思います。この変化の
中で、特に糖尿病のリスクが高まっています ( 出

生活習慣病は大丈夫ですか？生活習慣病は大丈夫ですか？
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展：日本生活習慣病予防協会 )。コロナ禍以前よ
り「運動不足になった」「歩数が減った」「間食が
増えた」などの変化を感じている人は、この機会
に特定健診を受診し、体の状態を確認しましょう。

新

メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪型肥
満を共通の要因として、高血圧、脂質異常、高血
糖が引き起こされ、動脈硬化が急速に進行する状
態です。この状態を放置すると、心臓病や脳卒中
など命に関わる生活習慣病を引き起こします。メ
タボリックシンドロームは、運動不足や食べ過ぎ、
喫煙などの悪い生活習慣の積み重ねによって起こ
るので、生活習慣の改善によって予防・解消が可
能です。

生活習慣病とメタボリックシンドローム

　特定健診は生活習慣病と深くかかわる、メタボ
リックシンドロームを早い段階で見つける健診で
す。メタボリックシンドロームを早期に改善する
と、将来、生活習慣病を発症するリスクが減りま
す。自覚症状がないまま静かに進行していく生活
習慣病の予防のためには、健診による健康管理が
重要です。年ごとの数値の変化を確認して、異常
値に近づいている項目を見つけたら生活習慣の見
直しに役立てることが大切です。健康な毎日のた
めに毎年受診しましょう。生活習慣病の対策

運動
家事や通勤などの日常生活で身体を積極的に動かしましょう ( 家事でこまめに身体を使う、
なるべく階段を使う、ストレッチなど )。外で運動をするときは他の人となるべく２ｍは間隔
を空けるようにしましょう。

睡眠
良い睡眠は生活習慣病の予防やこころの健康につながるため、十分な睡眠を心がけましょう。
就寝前の飲酒・喫煙・カフェイン摂取は控え、携帯ゲームやＳＮＳなどに熱中することも良
い睡眠の妨げとなるので注意しましょう。

喫煙 喫煙者が新型コロナウイルスに感染すると、呼吸障害が起きて重症化リスクが高いと言われ
ています。この機会に禁煙に取り組みましょう。

食事 栄養バランスを意識して１日３食しっかり食べましょう。水分摂取も忘れずに。また、現時
点で新型コロナウイルスに効果的な食品や栄養素は報告されていません。( 出典：消費者庁 )

飲酒 適量を守って飲み、週に連続 2 日は休肝日を設けましょう。アルコールの 1 日の適量はビー
ルなら 500ml、日本酒なら 1 合です。

問合せ問合せ　健康福祉センター（☎ 76-4006）　健康福祉センター（☎ 76-4006）

■ 11 月の健康診断のお知らせ
虻田地区：11 月 11 日（木）～ 14 日（日）　6：30 ～　健康福祉センターさわやか
洞爺地区：11 月 10 日（水）　6：30 ～　洞爺総合センター　　　
※事前予約制です。詳しくは9月の各戸配布チラシか健康福祉センターまでお問い合わせください。また、
医療機関などでは年間を通して受診できます。

生活習慣病を防ぐために

早期発見早期発見

予防予防
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宝くじ助成金事業
で整備しましたで整備しました「令和３年度コミュニティ助成事業」「令和３年度コミュニティ助成事業」

　虻田３、４区、青葉２区、入江１、３区、泉区自治会にヘルメットなど 71 点の防災用資機材を宝く
じ助成金事業で購入しました。
　この事業は、自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業、宝くじの受託事業収入を財源として、
住民が自主的に結成した組織が行う防災活動に直接必要な設備などを整備し、自主防災組織の強化など
の地域防災力向上などに寄与するものです。
　購入した資機材については、自主防災組織の防災活動などで活用していきます。

ヘルメットなどの防災用資機材ヘルメットなどの防災用資機材 新たに整備したテント新たに整備したテント

広報とうやこ　2021 年 10 月17
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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 76-2100）
※現在改修工事中 ［あぶた読書の家］
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
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）
▽

破
天
荒
（
髙
杉
良
）
▽
感
染
捜
査

（
吉
川
英
梨
）▽
カ
ー
ド
師（
中
村

文
則
）
▽
悪
の
芽
（
貫
井
徳
郎
）

▽
出
絞
と
花
か
ん
ざ
し
（
佐
伯
泰

英
）
▽
菓
子
屋
横
丁
月
光
荘　
丸

窓
（
ほ
し
お
さ
な
え
）

＜

児
童
書＞

▽
世
界
で
い
ち
ば
ん

美
し
い
こ
ど
も
元
素
ず
か
ん（
セ
オ

ド
ア・グ
レ
イ
）
▽
絵
本
江
戸
の
く

ら
し
（
太
田
大
輔
）
▽
感
染
症
を

正
し
く
学
べ
る
！
は
た
ら
く
細
胞

ウ
イ
ル
ス
＆
細
菌
図
鑑
（
講
談
社
）

▽
森
の
歌
が
聞
こ
え
る（
小
手
鞠
る

い
著
／
平
澤
朋
子
絵
）▽
悪
ガ
キ
７

い
た
ず
ら
t
w
i
n
s
、
南
の
国

へ
（
宗
田
理
著
／
い
つ
か
絵
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
ノ
ー
ス
ラ
イ
ト

（
横
山
秀
夫
）▽
百
年
と
一
日（
柴

崎
友
香
）
▽
自
転
し
な
が
ら
公
転

す
る
（
山
本
文
緒
）
▽
硝
子
の
塔

の
殺
人
（
知
念
実
希
人
）
▽
六
人

の
噓
つ
き
な
大
学
生（
浅
倉
秋
成
）

▽
犬
が
い
る
か
ら
（
村
井
理
子
）

▽
海
を
あ
げ
る
（
上
間
陽
子
）

＜

児
童
書＞

▽
あ
し
た
も
オ
カ
ピ

（
斉
藤
倫
）
▽
あ
な
ふ
さ
ぎ
の
ジ
グ

モ
ン
タ
（
と
み
な
が
ま
い
著
／
た

か
お
ゆ
う
こ
絵
）▽
カ
ラ
ス
の
い
い

ぶ
ん
（
嶋
田
泰
子
著
／
岡
本
順
絵
）

▽
エ
カ
シ
の
森
と
子
馬
の
ポ
ン
コ

（
加
藤
多
一
著
／
大
野
八
生
絵
）

感染症を正しく学べる！はたらく細胞
ウイルス＆細菌図鑑
講談社

2020 年に「全国学校図書館協議
会選定図書」、「学校がすすめる夏休
み子どもの本 2020」に選ばれた『か
らだのしくみを学べる はたらく細胞 
人体のふしぎ図鑑』の続編となるウ
イルス & 細菌図鑑です。アニメのイ
ラストを多数使いながら「ウイルス」

「細菌」を解説。小学校中学年以上対
象。（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　10 月のおはなし会
■日　時　10 月 11 日（月）10 月 25 日（月）
10 時～ 11 時 30 分
■場　所　あぶた母と子の館
キッズタイム　英語で遊ぼう！ ( 歌、絵本の読
み聞かせ、ゲーム、ダンス）事前予約が必要
■日　時　10 月 23 日 ( 土 )10 時～ 11 時 30 分
■場　所　あぶた母と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
※マスク着用の参加をお願いします。人数制限
を行うこともありますのでご了承ください。

今月の
リポーター
室田崇行さん

　
　
じ
め
ま
し
て
。
４
月
よ
り

　
　
洞
爺
湖
漁
業
協
同
組
合
で

組
合
員
の
皆
さ
ん
と
活
動
し
て

い
る
室
田
で
す
。
私
は
、
洞
爺

湖
町
出
身
で
高
校
を
卒
業
す
る

ま
で
は
洞
爺
湖
温
泉
で
生
活
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
洞

爺
湖
町
と
地
域
総
合
交
流
協
定

を
結
ん
で
い
る
酪
農
学
園
大
学

の
環
境
共
生
学
類
に
進
学
。
生

ま
れ
育
っ
た
洞
爺
湖
町
を
離
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

洞
爺
湖
町
を
離
れ
て
み
る

と
、
そ
れ
ま
で
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
生
活
し
て
い
た
場
所
が

特
別
な
環
境
の
場
所
だ
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
酪
農

学
園
で
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
に

つ
れ
、
い
ず
れ
は
戻
っ
て
学
ん

だ
こ
と
を
地
元
に
還
元
し
、
美

し
い
環
境
を
残
す
た
め
少
し
で

も
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
同
じ
国
立
公
園
で

あ
る
利
尻
島
の
利
尻
山
で
登
山

道
整
備
の
仕
事
を
し
、
冬
は
ニ

セ
コ
で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
し
な

が
ら
ボ
ー
ド
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
ど

ち
ら
も
洞
爺
湖
町
と
同
じ
で
自

然
か
ら
の
恩
恵
を
受
け
て
観
光

客
が
訪
れ
る
場
所
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
漁
協
で
の
活
動

を
通
し
て
、
洞
爺
湖
の
魅
力
や

自
然
環
境
を
町
内
外
の
人
た
ち

に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
ワ
カ
サ
ギ
や
ヒ
メ
マ
ス

の
漁
場
で
あ
る
洞
爺
湖
の
生
物

多
様
性
保
全
に
つ
い
て
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

は

今月の
１冊
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洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』
　
　
月
15
日（
金
）か
ら
31
日（
日
）

　
　

ま
で
の
17
日
間
に
わ
た
り
、

全
道
一
斉
に
「
秋
の
火
災
予
防
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運

動
は
、
寒
く
な
る
季
節
を
迎
え
、

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
増

え
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
火
災

を
防
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。
火
災

に
よ
る
死
者
を
出
さ
な
い
た
め

に
、
今
一
度
、
家
族
全
員
で
火
気

の
取
り
扱
い
の
話
し
合
い
や
暖
房

器
具
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
消
防
署
で
は
期
間
中
、

車
両
広
報
や
消
防
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
各
種
行
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

統
一
標
語

『
そ
の
火
事
を

防
ぐ
あ
な
た
に

金
メ
ダ
ル
』

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
で
は

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　
開
設
し
て
い
ま
す

　
各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お

知
ら
せ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
や
消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届

出
・
申
請
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
西
胆
振
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
は
、
情
報
発
信
の
た
め

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
消
防
車
が
災
害
出
動
し

た
場
合
、
自
動
音
声
に
よ
る
災
害

案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
︻
災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
☎

0
1
4
2－

23－

7
1
7
1
︼
間

違
い
の
無
い
よ
う
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

の
お
知
ら
せ

公
式
F
a
c
e
b
o
o
k
を
開

設
し
ま
し
た
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
コ
メ
ン
ト
の
応

答
、
F
a
c
e
b
o
o
k
上
か

ら
の
緊
急
通
報
や
出
動
要
請
は
一

切
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
は

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
Ｈ
Ｐ　

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
安
全
な

取
り
扱
い

10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
季
節

が
変
わ
り
一
段
と
冷
え
込
む
季
節

に
な
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

暖
房
機
器
を
使
用
す
る
機
会
が
多

く
な
り
、
暖
房
機
器
か
ら
の
火
災

の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
火
災
を
発
生
さ
せ
な

い
よ
う
、
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

①
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
近
く
に
、
紙

や
衣
類
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い

②
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ス
プ

レ
ー
な
ど
の
引
火
の
危
険
性
が
あ

る
も
の
を
使
用
し
な
い

③
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
に
洗
濯
物
を

干
さ
な
い

④
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
と

接
触
し
な
い
よ
う
に
距
離
を
離
し

て
使
用
す
る

●
使
用
方
法
な
ど

①
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油
す
る

と
き
は
火
を
消
し
て
か
ら
行
う

②
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

http://nfd119.
sakura.ne.jp/index.htm

l
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10 秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

の
は
、
給
油
後
、
タ
ン
ク
の
ふ
た

を
確
実
に
閉
め
る

③
煙
突
は
金
属
の
支
線
（
針
金
な

ど
）
を
使
用
し
て
固
定
す
る

④
就
寝
時
や
外
出
時
に
は
、
火
が

完
全
に
消
火
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る

⑤
使
用
す
る
前
に
は
、
十
分
な
点

検
・
整
備
を
行
い
、
故
障
し
て
い

る
場
合
は
専
門
業
者
へ
修
理
を
依

頼
す
る

消
防
団
員
募
集

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
洞
爺
湖

消
防
団
で
は
、消
防
団
員
（
男
性
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
入
団
資
格

①
洞
爺
湖
町
に
居
住
ま
た
は
、
勤

務
し
て
い
る
人

②
18
歳
以
上
の
人

③
志
操
堅
固
で
身
体
強
健
な
人

　
入
団
を
希
望
す
る
人
は
伊
達
消

防
署
洞
爺
湖
支
署
消
防
団
係（
☎

76
－

２
１
１
９
）
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

令和元年度秋季消防演習の様子令和元年度秋季消防演習の様子



ジオパーク通信ジオパーク通信

第 111号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

広報とうやこ　2021 年 10 月 20

　2021 年７月、「北黄金貝塚」（伊達市）と「入江・
高砂貝塚」（洞爺湖町）は、「北海道・北東北の縄
文遺跡群」を構成する遺跡として世界文化遺産に
登録されました。
　縄文時代の遺跡は日本列島各地で発見され、研
究が続けられています。

　縄文人の暮らしはどこまで明らかになったのか、
地形と遺跡に何か関係はあるのか？縄文文化を知
り、大地との関係を読み解く全２回の講座を開催
します。どちらか１回の参加も可能です。ぜひ参
加してください。

ジオパーク講座ジオパーク講座

（全２回）開催します！（全２回）開催します！
『北海道と北東北の縄文遺跡群』『北海道と北東北の縄文遺跡群』に残る大地の記憶」に残る大地の記憶」「世界遺産「世界遺産

■参 加 料  無 料
■定　　員　各回20 人（申し込みが必要）
■申込方法　電話もしくはＥメール
■申込・問合せ　洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会
　　　　　　　　☎0142-74-3015
　　　　　　　　Ｅ-mail:info ＠toya.usu-geopark.org 
・午前中は屋内で講演を聞き、午後からは野外で遺跡見学があります。
・当日は、体温測定、手指消毒、マスクの着用をお願いします。
・新型コロナ感染症の拡大により、中止になる場合があります。

■開催日時 令和３年11 月７日（日）９：30 ～15：00
■場　　所　北黄金貝塚情報センター／北黄金貝塚公園
■講　　師　伊達市教育委員会　学芸員　永谷幸人さん

噴火湾をのぞむ丘の上にある、約7,000 ～5,500 年前の貝
塚と集落の跡。精巧な骨角器（動物の骨や角で作った道具）
が発見されています。
　縄文人は気候変動をどう乗り越えていったのでしょうか？

第１回　講座「北黄金貝塚」

■開催日時 令和３年11 月13 日（土）９：30 ～15：00
■場　　所　入江・高砂貝塚館／入江・高砂貝塚
■講　　師　洞爺湖町教育委員会　学芸員　角田隆志さん

有珠山の西麓にある入江貝塚（約3,800 年前）と高砂貝塚
（約3,000 年前）。貝塚やお墓から、当時の風習や考え方を物
語る品々が見つかっています。
　縄文人はどんな、「地の利」を活かして暮らしていたのか、
遺跡を巡って紐解きます！

第２回　講座「入江・高砂貝塚」



上記のイベントなどの情報は９月 30 日現在の情報です。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、予定されているイベント
が中止や延期となる場合がありますので、ご了承ください。詳細は問い合わせください。

10 月９日（土）
～11月30日（火） 秋特別展　砂澤ビッキ展「遊」

10月13日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

14 日（木）

脳の健康教室
10：00 ～ 11：30
健康福祉センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

15 日（金）

令和３年度有珠山火山噴火総合防災訓練
　　９：00 ～
　　洞爺湖町役場防災研修ホールほか

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
子育て支援センター（☎ 76-2008）

16 日（土）

行政に関わるくらしの無料相談会

秋のギャラリーコンサート

中島・湖の森博物館に行こう

20 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
健康福祉センター（☎ 76-4006)

21 日（木）

脳の健康教室
10：00 ～ 11：30
健康福祉センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

1.6 歳児、３歳児健診
12：30 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

コグニの集い
13：30 ～ 15：30
洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

　 21 日（木）
～11月14日（日） アールブリュット展

22 日（金） 献血
虻田地区

25 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～ 11：45
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

27 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

28 日（木）

対がん協会バスツアー健診（☎ 76-4006 ＜健康福祉センター）

脳の健康教室
10：00 ～ 11：30
健康福祉センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

29 日（金）
乳児健診

12：50 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

30 日（土）

ハロウィン・パーティー
13：00 ～ 14：00
母と子の館（☎76-2487＜絵本の玉手箱代表佐藤＞）

月夜の芸術館コンサート

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント

洞爺湖芸術館からのお知らせ
■開館時間　９時 30 分～ 17 時（受付は 16 時 30 分まで）
■特別開館　10 月 16 日（土）、30 日（土）※午前中は閉館。
午後はコンサート事前申込者のみ入館可能
秋特別展　砂澤ビッキ展「遊」
■日　程　10 月 9 日（土）～ 11 月 30 日（火）
秋のギャラリーコンサート
■日　時　10 月 16 日（土）※要事前予約
■開　演　①第１部　13 時開演（12 時 30 分開場）
　　　　　②第２部　16 時開演（15 時 30 分開場）
■演　奏　コピーヌ・ムジクさん
■定　員　①②各 20 人
■参加費　町民無料（町外の人は入館有料）
アールブリュット展
■日　程　10 月 21 日（木）～ 11 月 14 日（日）
月夜の芸術館コンサート
■日　時　10 月 30 日（土）※要事前予約。この日のみ 20　　
　　　　　時まで開館
■開　演　①昼の部　14 時開演（13 時 30 分開場）
　　　　　②夜の部　18 時開演（17 時 30 分開場）
■演　奏　加藤亮子と仲間たち
■定　員　①、②各 20 人
■参加費　無料（町外の人は入館料が必要）
■対　象　小学生以上
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎ 87-2525）／ WEB　http://
www.geijutukan.net/

11月３日(水) 洞爺湖町表彰式

11 月４日（木）

脳の健康教室
10：00 ～ 11：30
健康福祉センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

11 月５日（金）
洞爺地区健康相談

9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

８日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

9：30 ～ 12：00
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

９日（火）
子育てセミナー③

10：00 ～ 11：30
健康福祉センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

10 日（水）
特定健診、胃・肺・大腸・前立腺がん検診、肝炎・エキ
ノコックス検診、ピロリ菌検査

6：30 ～
洞爺総合センター（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

11 日（木）
～ 14 日（日）

特定健診、胃・肺・大腸・前立腺がん検診、肝炎、エキ
ノコックス検診、ピロリ菌検査

6：30 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

時
所

広報とうやこ　2021 年 10 月広報とうやこ　2021 年 10 月21

ピックアップイベント詳

ｐ 11詳
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所
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所
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所
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所

時
所

時
所
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所
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所

時
所
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所

時
所
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所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

ｐ 11詳

ｐ 11詳

中島・湖の森博物館に行こう
■日　時　10 月 16 日（土）９時 30 分～ 13 時 30 分※申
込締切は 10 月 15 日（金）17 時まで
■場　所　洞爺湖ビジターセンター
■対　象　小学生以上（未就学児は保護者同伴）
■定　員　３組または 10 人まで（申込順）
■参加費　大人 1,400 円　子ども 900 円
■持ち物　動きやすい服装、帽子、タオル、飲み物、虫よけ
スプレー、マスクなど
■問合せ　洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎ 75-
2555）

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

時
所

ピックアップイベント詳

所

ｐ９詳
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東奔西走
　　といえば、皆さんはどんな秋を思い浮かべますか？読書の秋
　　、スポーツの秋などさまざまですが、やはり「食欲の秋」で
はないでしょうか。新米のほかにもサンマや果物、さつまいもな
ど、おいしい秋の味覚を存分に味わいましょう。（Ｍ . О）
　　光大使に就任された映画監督の三島有紀子さん。洞爺で撮影
　　した際、主演の原田知世さんが「ここは余分なものと切り離
される」場所だと話していたそうです。町に移住した人のエピ
ソードに通じるようで、洞爺の魅力を再認識できました。（Ｄ . Ｙ）

秋

観
晴天の洞爺湖晴天の洞爺湖

vol.6 洞爺湖町と香川県三豊市

たいむとらべるとうやこ

～洞爺湖町の歴史を振り返ります～

　
　
０
１
２
（
平
成
24
）
年
４
月

　
　
６
日
、
友
好
都
市
の
香
川
県

三
豊
市
で
同
市
と
の
「
災
害
時
に

お
け
る
相
互
応
援
協
定
」
の
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
旧
洞
爺
村
と
旧
財
田
町
は
、
昭

和
50
年
に
姉
妹
都
市
提
携
を
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
合

併
に
伴
い
、
改
め
て
洞
爺
湖
町
と

三
豊
市
と
し
て
友
好
都
市
提
携
を

し
、
洞
爺
湖
町
ま
た
は
三
豊
市
が

大
規
模
災
害
に
よ
る
被
害
を
受
け

た
と
き
に
、
被
災
自
治
体
の
要
請

に
よ
り
、
応
急
措
置
な
ど
の
相
互

応
援
を
遂
行
す
る
た
め
に
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。　

　
調
印
式
で
、
真
屋
町
長
は
「
こ

れ
を
機
に
友
好
の
絆
が
さ
ら
に
深

ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
横
山
忠
始
三
豊
市
長

と
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
協
定
に
は
、
職
員
の
派
遣
や
車

両
の
提
供
、
食
料
や
飲
料
水
・
生

活
必
需
品
、
医
療
、
施
設
の
復
旧

に
必
要
な
物
資
の
提
供
な
ど
の
項

目
の
応
援
内
容
が
明
記
さ
れ
、
今

後
は
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
応
援

活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

２

相互応援協定調印式
　調印式には真屋町長、横山
忠始三豊市長のほか千葉薫
洞爺湖町議会議長（調印式当
時）、議員などが参加。
　旧洞爺村時代から続く友好
関係をふまえ、友愛と相互扶
助の精神に基づき、災害に強
いまちづくりを一層進めよう
という両市町の共通の狙いか
ら協定を締結しました。

ワンショット今月の

相互応援協定を締結した真屋町長と横山市長（左）相互応援協定を締結した真屋町長と横山市長（左）

「災害時における相互応援協定締結」


